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前
回
に
引
き
続
き
、
会
場
は
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
（
右
）、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ

（
下
）
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
を
徹
底

し
た

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
と
し
て
再
び
緊
急

事
態
宣
言
等
が
出
さ
れ
、

主
に
人
流
を
抑
制
す
る

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す

が
、
変
異
株
へ
の
置
き

換
わ
り
も
あ
り
、
抑
制

効
果
は
疑
問
視
さ
れ
て

お
り
、
第
４
波
突
入
の

危
機
的
事
態
に
入
っ
て

い
ま
す
。

　

対
策
の
決
め
手
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
で
す
が

「
国
力
に
よ
る
差
な
の

か
？
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
差
な
の
か
？
」
日

本
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
参
加
37
国

中
、
最
低
の
接
種
率
と

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
の
威
信
に
か
け
て
ワ

ク
チ
ン
接
種
率
を
上
げ

る
目
標
は
「
高
齢
者
全

員
の
接
種
を
７
月
末
迄

に
終
了
」
と
し
て
い
ま

す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は

７
月
の
独
立
記
念
日
迄

に
は
「
全
国
民
の
７
割

は
接
種
終
了
」
の
目
標

で
す
。
こ
の
ス
ビ
ー
ト

感
の
違
い
は
、
何
故
な

の
か
？ 

日
本
に
は
、「
一

旦
緩
急
あ
れ
ば
纏
ま
る
」

筈
の
国
民
性
は
無
く
な

っ
た
の
か
？ 

震
撼
た
る

思
い
を
致
す
昨
今
で
す
。

　

そ
の
結
果
は
経
済
に

も
表
れ
、
令
和
２
年
度

の
国
内
総
生
産
Ｇ
Ｄ
Ｐ

は
４
・
６
％
減
で
戦
後
最

悪
と
な
り
、
令
和
３
年

令
和
３
年
度
通
常
総
会
を
開
催

　

公
益
社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会
は
５
月
27
日
（
木
）、東
京
都
中
央
区
銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー

ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
で
令
和
３
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
令
和
２
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
《
会
計
監
査
報
告
》、
役
員
改
選
を

実
施
。
坂
田
文
男
会
長
、
千
田
・
中
村
・
山
口
副
会
長
、
三
橋
専
務
ら
前
役
員
を
再
任
、
新

理
事
に
川
島
氏
、
野
田
氏
を
選
任
し
た
。 

　
わ
が
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
で
第
４
波
突
入
の
危
機
的
事
態
に
あ
り
、
緊
急
事
態

宣
言
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
発
令
さ
れ
た
。
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
へ
の
置
き
換
わ
り
も
あ
っ
て
コ
ロ
ナ

終
息
は
い
ま
だ
見
え
ず
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
向
上
が
早
期
に
求
め
ら
れ
る
。

　
炊
飯
業
界
で
経
営
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
原
料
米
価
格
、
購
入
者
米
価
の
大
幅
値
上
げ
は
米
の
消

費
減
退
を
招
き
、
こ
れ
に
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
炊
飯
量
は
前
年
比
14
％
も
下
落
し
炊
飯
事
業
者
は
劣
悪
な
経
営

収
支
が
続
き
経
営
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
３
年
産
政
府
備
蓄
米
入
札
結
果
で
は
一
転
し
て
前
年
比
２
千
円
安
値
で
の
ほ
ぼ
全
量

落
札
と
な
り
、
売
り
手
市
場
か
ら
買
い
手
市
場
に
変
化
し
た
。
こ
れ
を
機
に
一
層
の
米
需
要
拡
大
が
期
待
さ
れ

る
が
６
月
か
ら
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
義
務
化
が
完
全
実
施
さ
れ
食
品
事
業
者
と
し
て
一
層
の
衛
生
管
理
の
徹
底
、
安

全
・
安
心
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
る
。
Ｍ
Ａ
米
の
見
直
し
な
ど
改
革
も
必
須
で
業
界
を
取
り
巻
く
課
題
は
多
い
。

会
長
挨
拶

坂
田
文
男

公
益
社
団
法
人
　
日
本
炊
飯
協
会
会
長

１
～
３
月
期
速
報
値
は

５
・
１
％
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
苦
境
か
ら
脱
す

る
に
は
「
ワ
ク
チ
ン
接

種
率
の
高
い
ア
メ
リ
カ

の
景
気
回
復
実
態
」
を

謙
虚
に
学
び
、
国
内
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
ア
ッ

プ
に
総
力
を
挙
げ
ら
れ

る
為
に
も
、
更
な
る
ワ

ク
チ
ン
入
手
の
外
交
努

力
も
不
可
欠
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

一
方
炊
飯
業
界
で
経

営
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
原
料
米
価

格
は
「
５
・
４
・
３
の
失

政
」
に
（
生
産
者
米
価

５
割
ｕ
ｐ
→
米
購
入
者

米
価
４
割
ｕ
ｐ
→
消
費

減
退
３
割
ｄ
ｏ
ｗ
ｎ
）

よ
っ
て
劣
悪
な
経
営
収

支
の
中
、
コ
ロ
ナ
禍
が

加
わ
り
で
炊
飯
量
は
前

年
比
14
％
も
ｄ
ｏ
ｗ
ｎ

し
経
営
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
に
き
て
政
府
備
蓄

米
入
札
結
果
で
全
農
が

前
年
比
２
０
０
０
円
安

値
で
の
大
量
落
札
の
結

果
、
５
年
間
連
続
大
幅

値
上
げ
の
「
潮
目
が
変

わ
り
」
売
手
市
場
→
買

手
市
場
に
変
化
致
し
ま

し
た
。

　

主
原
料
価
格
は
安
定

供
給
が
必
須
で
す
が

「
高
値
安
定
価
格
よ
り
も

安
値
安
定
価
格
」
の
方

が
需
要
拡
大
が
図
れ
ま

す
の
で
、
歓
迎
は
当
然

で
す
。

　

従
来
の
政
府
備
蓄
米

の
落
札
価
格
は
政
府
介

入
の
結
果
、
令
和
元
年
、

２
年
で
は
１
４
０
０
０

円
～
１
３
５
０
０
円
と

「
高
米
価
政
策
の
先
兵
」

と
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、

令
和
３
年
度
落
札
価
格

は
「
全
農
の
大
量
低
価

格
落
札
」
で
一
転
し
て

前
年
比
２
０
０
０
円
～

２
５
０
０
円
の
安
値
と

な
り
ま
し
た
。

　

従
来
か
ら
備
蓄
米
買

入
予
定
数
量
の
全
量
落

札
後
も
買
入
価
格
を
公

開
し
て
い
な
い
の
で

「
農
水
省
の
米
相
場
介
入

の
先
兵
」
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
が
「
全
量
落
札

し
た
ら
遅
滞
な
く
、
情

報
公
開
が
当
然
」
で
す
。

以
前
か
ら
政
府
備
蓄
米

落
札
結
果
の
公
表
が
見

当
た
ら
ず
、
未
公
開
理

由
も
釈
然
と
し
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
も
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
と
同
様
に
「
情

報
不
足
→
隠
蔽
→
猜
疑

心
→
政
治
不
信
」
を
危

惧
し
、
遡
っ
て
の
情
報

公
開
を
要
請
致
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
２

日
の
日
経
新
聞
に
も

報
道
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
の
大
凶
作

（
１
９
９
３
年
）
の
生
産

量
は
８
０
０
万
ｔ
！
現

在
は
７
０
０
万
ｔ
で
も

需
給
緩
和
！ 

少
子
高
齢

と
食
の
洋
風
化
も
あ
り
、

更
に
５
年
間
連
続
大
幅

値
上
げ
に
よ
り
「
需
要

量
が
２
０
０
万
ｔ
近
く

減
少
」
し
、
当
時
必
要

と
言
わ
れ
た
政
府
備
蓄

米
１
０
０
万
ｔ
は
、
既

に
そ
の
使
命
を
果
た
し

「
毎
年
20
万
ｔ
の
買
入
」

は
不
要
に
な
っ
て
い

る
！
と
思
わ
れ
、
先
に

提
案
し
た
「
Ｍ
Ａ
米
の

見
直
し
」
共
に
改
革
の

遡
上
に
上
げ
る
べ
き
事

案
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

食
品
衛
生
法
の
改
正

が
２
０
１
８
年
月
に
行

わ
れ
、
猶
予
期
間
を
経

て
本
年
６
月
よ
り
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
義
務
化
が
完

全
実
施
さ
れ
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

発
生
に
よ
り
保
健
所
の

業
務
は
新
型
コ
ロ
ナ
対

応
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
終
息
の
兆

し
が
見
え
た
後
は
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
関
す
る
食

品
衛
生
指
導
に
も
本
腰

を
入
れ
て
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

食
品
衛
生
法
改
正
で
、

『
す
べ
て
の
食
品
事
業
者

は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ

た
衛
生
管
理
を
行
う
』

こ
と
、
す
な
わ
ち
５
Ｓ

を
基
本
と
し
た
一
般
衛

生
管
理
を
ベ
ー
ス
と
し
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
７
原
則

を
要
件
と
し
た
衛
生
管

理
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

炊
飯
協
会
会
員
の
多

く
は
炊
飯
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

を
導
入
し
て
お
り
、
こ

れ
に
則
っ
た
衛
生
管
理

を
進
め
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。『
①
衛

生
管
理
計
画
の
作
成
→

②
手
順
書
の
作
成
→
③

実
施
状
況
の
記
録
と
保

存
→
④
効
果
の
検
証
と

見
直
し
』
の
サ
イ
ク
ル

を
繰
り
返
し
て
行
い
よ

り
一
層
管
理
レ
ベ
ル
を

高
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
外
気
温
も

上
昇
し
食
中
毒
が
起
こ

り
や
す
い
時
期
で
す
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
、
持

ち
帰
り
（
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
）、
宅
配
（
デ
リ
バ
リ

ー
）
等
の
サ
ー
ビ
ス
が

増
え
て
き
て
お
り
、
今

で
以
上
に
、
ご
飯
を
提

供
す
る
業
者
と
し
て
、

二
次
汚
染
防
止
、
炊
飯

設
備
や
機
械
器
具
類
の

洗
浄
殺
菌
、
作
業
者
の

体
調
管
理
・
手
洗
い
の

励
行
、
食
品
の
温
度
管

理
の
徹
底
に
努
め
、
安

全
・
安
心
な
ご
飯
の
提

供
を
行
っ
て
参
り
ま
し

ょ
う
。

　

×
　
　
×
　
　
×

　

公
益
社
団
法
人
日
本

炊
飯
協
会
は
５
月
27
日

（
木
）、
東
京
都
中
央
区

銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・

マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武

ホ
テ
ル
で
令
和
３
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で

緊
急
事
態
宣
言
等
が
発

令
さ
れ
る
中
、
今
回
は

総
会
後
の
懇
親
会
を
中

止
し
、
マ
ス
ク
着
用
・

手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
の
徹
底
、
３
密
（
密

閉
・
密
集
・
密
接
）
の

回
避
、
座
席
を
空
け
て

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
確
保
す
る
な
ど

感
染
防
止
対
策
を
講
じ

協
会
役
員
並
び
に
正
会

員
・
賛
助
会
員
が
出
席

し
て
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
審
査
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
今
年
3
月

に
渋
川
尚
武
審
査
委
員

長
が
逝
去
さ
れ
た
た
め
、

後
任
の
審
査
委
員
長
に

野
田
和
視
氏
、
審
査
委

員
に
小
田
宗
宏
氏
（
元

日
本
大
学
生
物
資
源
科

学
部
教
授
）
を
選
任
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

な
お
総
会
を
受
け
野
田

名
誉
顧
問
に
就
任
し
た

山
東
昭
子
氏
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氏
は
理
事
に
選
任
さ
れ

た
。

　

総
会
で
は
、
規
定
に

従
っ
て
坂
田
文
男
会
長

を
議
長
に
選
出
し
、
議

事
録
署
名
人
に
㈱
イ
ク

タ
ツ
代
表
取
締
役
社
長

の
榎
本
隆
治
氏
、
㈱
川

島
屋
代
表
取
締
役
社
長

の
川
島
隆
弘
氏
を
選
任
。

令
和
２
年
度
事
業
報
告
、

令
和
２
年
度
収
支
決

算
報
告
《
会
計
監
査
報

告
》、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
を
行
い
、
全

議
事
が
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
た
。

　

役
員
選
任
で
は
理
事

候
補
者
が
全
員
承
認
さ

れ
て
選
任
さ
れ
、
臨
時

理
事
会
を
開
催
し
た
結

果
、
会
長
（
代
表
理
事
）

に
は
坂
田
文
男
氏
（
㈱

新
川
屋
代
表
取
締
役
社

長
）、
副
会
長
理
事
に
千

田
法
久
氏
（
㈱
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ア
代
表
取
締
役
社

長
）、
中
村
勝
浩
氏
（
㈱

煌
代
表
取
締
役
社
長
）、

山
口
大
輔
氏
（
㈱
ミ
ツ

ハ
シ
代
表
取
締
役
社

長
）、
専
務
理
事
に
三
橋

昌
幸
氏
（
当
協
会
事
務

局
長
）
ら
を
再
任
し
た
。

新
理
事
に
川
島
隆
弘
氏

（
㈱
川
島
屋
代
表
取
締

役
社
長
）、
野
田
和
視

氏
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
審
査

委
員
長
）
が
選
任
さ
れ

た
。
福
田
耕
作
氏
、
富

澤
三
継
氏
（
㈱
サ
ン
フ

レ
ッ
セ
代
表
取
締
役
社

長
）
は
理
事
顧
問
、
山

東
昭
子
氏
は
、
参
議
院

議
長
就
任
に
伴
い
理
事

は
退
任
し
た
が
、
名
誉

顧
問
に
就
任
し
た
。

【
会
長
再
任
挨
拶
】

（
㈱
新
川
屋
代
表
取
締
役
社
長
）

坂
田
文
男
氏

　
「
会
長
に
留
任
い
た
し

ま
し
た
坂
田
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
こ
の
役
員

体
制
で
協
会
運
営
を
行

っ
て
参
り
ま
す
。
引
き

続
き
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
」

【
新
理
事
就
任
挨
拶
】

（
㈱
川
島
屋
代
表
取
締
役
社
長
）

川
島
隆
弘
氏

　
「
若
輩
者
で
す
の
で
皆

様
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

坂
田
文
男
氏

い
た
だ
き
ま
し
て
協
会

の
発
展
の
た
め
に
微
力

な
が
ら
尽
く
し
て
ま
い

り
た
い
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
」

【
新
理
事
お
よ
び
新
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
審
査
委
員
長

就
任
挨
拶
】

「
衛
生
管
理
高
度
化
に

尽
力
を
」

（
当
協
会
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
審
査
委
員
長
）

野
田
和
視
氏

　
「
前
審
査
委
員
長
の
渋

川
さ
ん
は
３
月
に
逝
去

さ
れ
て
残
念
で
す
。
渋

川
さ
ん
は
会
員
の
方
々

か
ら
非
常
に
信
頼
が
厚

く
頼
り
に
さ
れ
て
い
た

方
で
そ
の
方
の
後
任
を

務
め
る
の
は
私
に
と
っ

て
甚
だ
荷
が
重
い
が
、

こ
れ
ま
で
審
査
委
員
を

務
め
て
き
て
会
員
企
業

の
皆
様
の
衛
生
管
理
の

手
助
け
に
な
れ
ば
良
い

と
思
っ
て
お
り
、
一
生

懸
命
務
め
て
ま
い
る
所

存
で
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
」

川
島
隆
弘
氏

野
田
和
視
氏

【
新
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
審
査

委
員
就
任
挨
拶
】

「
炊
飯
事
業
者
の
衛
生

管
理
の
高
度
化
に
寄

与
」

（
元
日
本
大
学

生
物
資
源
科
学
部
教
授
）

小
田
宗
宏
氏

　
「
一
昨
年
と
昨
年
に
協

会
か
ら
依
頼
を
受
け
て

ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
試
験

で
講
師
を
務
め
、
ご
は

ん
の
栄
養
に
関
す
る
研

修
を
担
当
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に

な
り
ま
す
の
で
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
」

　

な
お
、
３
月
25
日
付

で
協
会
が
炊
飯
関
連
技

術
と
し
て
特
許
出
願
し

て
い
た
「
炊
飯
水
及
び

お
い
し
い
ご
飯
の
炊
飯

方
法
」（
発
明
者
：
大

坪
研
一
氏
、
中
村
澄
子

氏
、
相
馬
次
郎
氏
、
渋

川
尚
武
氏
、
特
許
権
者
：

公
益
社
団
法
人
日
本
炊

飯
協
会
）
が
承
認
さ
れ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た

（
詳
し
く
は
4
面
参
照
）。

小
田
宗
宏
氏

公益社団法人 日本炊飯協会　県別会員一覧表
1.正会員（69社）

2021年4月1日

全農パールライス（株）千葉炊飯工場

全農パールライス（株）大分炊飯工場

2.賛助会員（２６社   順不同）

公益社団法人 日本炊飯協会　県別会員一覧表

〒274-8502  千葉県船橋市習志野4-16-12
TEL 047-456-5013　FAX 047-456-5082

公益社団法人日本炊飯協会　　役員名簿　　　（令和 3 年 5 月 27 日）　

協会役務 所　　　　属 役　　職　　名 氏　　名

会　　長
代表理事 株式会社新川屋 代表取締役社長 坂 田 文 男 非常勤

副 会 長 株式会社ジャンボリア 代表取締役社長 千 田 法 久 非常勤

副 会 長 株式会社煌 代表取締役社長 中 村 勝 浩 非常勤

副 会 長 株式会社ミツハシ 代表取締役社長 山 口 大 輔 非常勤

専務理事 公益社団法人 日本炊飯協会 事務局長 三 橋 昌 幸 常　勤
理　　事
顧　　問 公益社団法人 日本炊飯協会 福 田 耕 作 非常勤

理　　事
顧　　問 株式会社サンフレッセ 代表取締役会長 富 澤 三 継 非常勤

理　　事 株式会社 どんどんライス 代表取締役社長 平 井 浩 一 郎 非常勤

理　　事 株式会社 銀しゃり 代表取締役社長 齋 藤 壽 保 非常勤

理　　事 株式会社川島屋 代表取締役社長 川 島 隆 弘 非常勤

理　　事 公益社団法人 日本炊飯協会 HACCP 審査委員長 野 田 和 視 非常勤

名誉顧問 参議院議員 参議院議長 山 東 昭 子 非常勤

理　　事 全国米穀販売事業共済協同組合 理事長 木 村　 良 非常勤

理　　事 株式会社 太平洋企画 代表取締役社長 岩 永 眞 佐 子 非常勤

理　　事 江上料理学院 院　長 江 上 栄 子 非常勤

理　　事 フードプランナー 山 下 幸 子 非常勤

監　　事 愛知県経済農業協同組合連合会 米穀部長 渡 辺 靖 治 非常勤

監　　事 浅木克眞税理士事務所 税理士 浅 木 克 眞 非常勤
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国
産
米
使
用
推
進
団
体
協
議
会

会
長
代
行

（
㈱
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ア
代
表
取
締
役
社
長
）

　

千
田
法
久
氏

　

国
産
米
使
用
推
進
団

体
協
議
会
（
平
井
浩
一

郎
会
長
、
会
員=

日
本

惣
菜
協
会
、
日
本
べ
ん

と
う
振
興
協
会
、
日
本

炊
飯
協
会
、
日
本
弁
当

サ
ー
ビ
ス
協
会
、
加
工

用
米
取
引
セ
ン
タ
ー
、

全
国
米
穀
工
業
協
同
組

合
）
で
は
、
先
日
開
い

た
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
で

政
府
備
蓄
米
の
県
別
、

銘
柄
別
の
落
札
価
格
や

価
格
決
定
方
法
の
プ
ロ

セ
ス
に
つ
い
て
情
報
開

示
を
求
め
て
い
く
こ
と

を
決
定
し
た
。

　

こ
れ
は
去
る
４
月
28

日
（
水
）
に
行
わ
れ
た

当
協
議
会
会
員
で
も
あ

る
日
本
炊
飯
協
会
理
事

会
に
お
い
て
「
備
蓄
米

の
落
札
価
格
に
関
す
る

更
な
る
情
報
開
示
を
求

め
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
い
う
意

見
が
あ
っ
た
こ
と
を
受

け
て
も
の
だ
。
同
理
事

会
で
は
、
一
部
業
界
紙

等
で
Ｊ
Ａ
全
農
の
山
本

貞
郎
米
穀
部
長
が
「
備

蓄
米
（
の
入
札
価
格
）

が
今
年
の
コ
メ
価
格
の

羅
針
盤
に
な
る
」
と
発

言
し
た
と
報
道
さ
れ
た

こ
と
な
ど
を
受
け
、
過

去
を
み
る
と
平
成
27
年
、

同
28
年
、
同
29
年
と
政

府
備
蓄
米
の
価
格
は
上

昇
し
続
け
毎
年
25
％
ほ

ど
上
昇
し
た
が
、
結
果

的
に
そ
の
秋
の
米
価
は

上
が
り
続
け
た
と
い
う

経
緯
が
あ
り
、
今
年
は

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
っ

た
の
か
、
一
転
し
て
前

年
対
比
２
千
円
以
上
の

安
値
で
落
札
さ
れ
た
、

こ
と
を
受
け
て
も
の
だ
。

現
状
で
は
こ
の
プ
ロ
セ

ス
が
不
透
明
な
た
め
、

我
々
と
し
て
は
『
そ
れ

で
は
ど
の
よ
う
に
し
て

備
蓄
米
の
価
格
決
定
が

さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
』

と
い
う
疑
問
を
抱
き
、

炊
飯
事
業
者
の
大
き
な

コ
ス
ト
要
因
で
も
あ
る

コ
メ
価
格
が
分
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
如
何

な
も
の
か
と
問
題
視
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
農
林
水
産
省

に
対
し
政
府
備
蓄
米
価

格
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
、
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
し
ル

ー
ル
と
し
て
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
、
と
の
意

見
で
あ
る
。
こ
れ
は
国

産
米
を
炊
飯
米
の
原
料

と
し
て
取
り
扱
う
（
実

需
を
担
う
）
団
体
が
し

っ
か
り
と
申
し
入
れ
す

べ
き
、
と
い
う
話
で
あ

っ
た
。
私
自
身
は
「
農

産
物
検
査
規
格
・
米
穀

の
取
引
に
関
す
る
検
討

会
」
会
合
に
出
席
し
た

た
め
当
日
理
事
会
へ
の

出
席
が
叶
わ
な
か
っ
た

が
、
事
後
に
報
告
を
受

け
ま
さ
に
そ
の
通
り
で

あ
る
と
感
じ
た
次
第
だ
。

な
お
、
５
月
21
日
（
金
）

に
開
催
さ
れ
た
国
産
米

使
用
推
進
団
体
協
議
会

の
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
で

は
、
本
件
を
会
員
に
お

　
総
会
に
引
き
続
き
コ
メ
関
係
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
国
産
米
使
用
推
進
団
体
協
議
会
会
長
代

行
を
務
め
る
千
田
法
久
氏
（
㈱
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ア
代
表
取
締
役
社
長
、
当
協
会
副
会
長
）
が
同
協
議
会
等
の

総
会
結
果
に
つ
い
て
経
過
報
告
し
た
。

備
蓄
米
の
価
格
決
定
プ
ロ
セ
ス
開
示
を
求
め
る

（
国
産
米
使
用
推
進
団
体
協
議
会
）

【
福
田
耕
作
理
事
・
顧

問
の
解
説
】

　

福
田
耕
作
理
事
・
顧

問
よ
り
、「
米
価
の
推
移
」

を
踏
ま
え
て
、「
政
府
備

蓄
米
の
風
聞
、
異
聞
」
の

説
明
・
見
解
が
示
さ
れ

た
。

　

政
府
備
蓄
米
は
「
平
成

初
期
の
大
凶
作
の
反
省

を
踏
ま
え
１
０
０
万
ｔ

程
度
の
緊
急
避
難
的
に

政
府
が
備
蓄
し
安
定
供

給
」
が
目
的
で
あ
っ
た
！

　

と
記
憶
す
る
。

　

当
時
の
需
要
量

９
０
０
万
ｔ
／
年
に
対
し

て
生
産
量
は
８
０
０
万

ｔ
／
年
で
あ
っ
た
た
め
、

需
要
量
不
足
に
備
え
た
も

の
思
わ
れ
る 

（
米
を
巡
る

資
料
29
／
07
月
） 

。
し
か

し
現
時
点
の
需
給
量
は

７
０
０
万
ｔ
／
年
と
激
減

し
て
い
る
な
ど
諸
般
の
変

化
で
、
備
蓄
米
制
度
の

「
備
蓄
目
的
は
達
し
た
」

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

未
だ
に
20
万
ｔ
／
年
の
政

府
買
入
を
持
続
し
て
い
る

の
は
他
の
目
的
（
当
年
度

米
価
に
対
し
て
の
政
治
の

米
価
誘
導
、
介
入
？
等
）

に
有
る
！
と
疑
問
視
さ
れ

て
い
た
。

　

特
に
令
和
３
年
度
の

買
入
は
、
従
来
の
ル
ー
ル

を
変
更
し
て
「
度
を
越
し

た
買
入
価
格
」「
衝
撃
的

な
価
格
」
と
否
定
的
に
報

道
さ
れ
、
生
産
者
か
ら
も

異
論
を
唱
え
ら
れ
「
誰
の

為
の
米
政
策
」
と
批
判
さ

れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

だ
が
「
政
府
が
税
金
で
物

品
を
購
入
す
る
場
合
は

良
質
で
安
価
」
な
調
達

は
当
然
で
異
論
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
予
定
数

量
の
殆
ど
を
売
渡
し
た

全
農
か
ら
、
業
界
紙
の
取

材
に
応
じ
、「
３
年
度
産

米
の
最
初
の
取
組
み
で

あ
り
、
３
年
度
産
米
価
の

「
相
場
作
り
の
要
素
」
が

あ
る
！ 

」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。

　

落
札
数
量
実
績
の
結

果
は
公
表
さ
れ
て
い
る

が
買
入
価
格
の
公
表
は

見
当
た
ら
な
か
っ
た
の

で
、
農
水
省
担
当
官
に
口

頭
で　

情
報
公
開
制
度

に
基
づ
き
価
格
の
公
開

を
依
頼
し
た
が
農
水
省

の
デ
ー
タ
で
は
無
く
、
財

務
省
資
料
に
27
年
度
～

元
年
間
の
買
入
価
格
／

60
㎏
の
記
載
を
、
紹
介
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
更
に
決

算
を
終
え
て
い
る
27
年

度
以
前
の
平
均
価
格
と

各
年
度
の
Ｍ
Ａ
Ｘ
～
Ｍ

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

①備蓄米 11,872 10,482 11,433 12,509 13,944 14,806 13,500 11,500

前年比 88% 109% 109% 111% 106% 91% 85%

②相対基準 12,175 12,952 13,709 14,604 14,931 14,966 14,785

前年比 106% 106% 107% 102% 100% 99%

③概算金 8,654 10,083 11,644 12,529 12,815 12,971 12,339

前年比 117% 115% 108% 102% 101% 95%

④相対価格 11,967 13,175 14,307 15,595 15,688 15,716 14,944

前年比 110% 109% 109% 101% 100% 95%

相対―備蓄 95 2,693 2,874 3,086 1,744 910 1,444

アップ率 1% 26% 25% 25% 13% 6% 11%

Ｉ
Ｎ
価
格
の
開
示
を
求

め
た
が
、
現
時
点
で
の
開

示
が
無
い
。

　

従
来
か
ら
、
政
府
買
入

価
格
に
疑
問
を
持
っ
て

い
た
の
で
、「
過
去
の
各

年
度
の
価
格
」
を
農
水
省

及
び
財
務
省
の
資
料
か

ら
見
直
し
て
み
た
。
財
務

省
資
料
の
令
和
26
年
～

元
年
産
の
政
府
買
入
平

均
価
格
（
玄
米
／
60
㎏
）

と
農
水
省
の
概
算
金
、
相

表　米価の推移（円 / 玄米 60k あたり）
政府備蓄米・概算金・相対基準・相対価格　　2021.04.14. 炊飯協会集計
農水省、財務省ホームページより、相対基準価格　H30 までは JA 公表データ

（ ■内は、業界紙等からの情報もとに当協会で算出）

対
基
準
価
格
、
相
対
取

引
価
格
を
一
覧
表
に
し

て
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
。

（
図
：
米
価
推
移
を
参
照
） 

　

そ
の
結
果
は　

全
農

の
備
蓄
米
落
札
価
格
は

「
当
年
産
米
価
の
相
場
作

り
の
要
素
が
あ
る
」
と
ま

で
は
言
い
難
い
が
、
最
も

高
米
価
を
維
持
し
続
け

た
27
年
～
２
２
９
年
の

３
ヶ
年
は
一
様
に
25
％

ｕ
ｐ
し
て
い
る
事
は
「
出

来
レ
ー
ス
は
無
か
っ
た
」

と
は
断
言
出
来
な
い
。

　

疑
問
視
を
晴
ら
す
為
に

は
備
蓄
米
の
落
札
数
量
の

公
表
だ
け
に
留
ま
ら
ず
決

算
終
了
時
に
、
落
札
価
格

の
詳
細
デ
ー
タ
も
公
表
し

「
情
報
公
開
す
べ
き
」
と

思
考
す
る
。

①政府備蓄米入札　（農水省とＪＡ /米卸 /生産者）
②基準価格（播種前の事前契約）　（ＪＡと米卸）
③概算金（仮渡金）　（ＪＡと米生産者）
④相対取引価格の公表　（農水省による調査→ＪＡと米卸）
お米は日本では年に 1回収穫され、価格は毎年①→②→③の順に提示があり、その他、国の施策、補助金などの影響を受ける。
これらを踏まえ、実際の収穫量と需要動向などにより米価（相対取引価格）が決まる。

福
田
耕
作
氏

図　米価推移

諮
り
し
た
結
果
、
全
会

員
の
承
認
を
得
て
農
林

水
産
省
に
対
し
、
今
後
、

県
別
、
銘
柄
別
の
落
札

価
格
や
価
格
決
定
方
法

の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

情
報
開
示
を
求
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

千
田
法
久
氏

■
協
会
か
ら
お
知
ら
せ

　

第
17
回
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定

試
験
の
日
程
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
を
受
け
、令
和
4
年
3
月

（
９
日
と
10
日
の
２
日
間
の
1
回
開

催
）に
延
期
と
致
し
ま
し
た
。

◆
第
17
回「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
」

　
　
　
　

認
定
試
験
の
ご
案
内
◆

【
試
験
日
程
】 

　

令
和
4
年
3
月
9
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　

～
10
日（
木
）

【
募
集
人
員
】 

１
３
０
名　
（
先
着
順
）

　

※
受
付
は
先
着
順
に
な
り
ま
す
。

　

 （
但
し
、同
一
企
業
よ
り
多
数
応
募

等
の
場
合
、調
整
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

【
会
場
】 

飯
田
橋
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ル

　

東
京
都
新
宿
区
市
谷
船
河
原
町
11

　

最
寄
駅　

 

飯
田
橋
駅

　
　
　
　
　
　
（
徒
歩
５
～
９
分
）
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【
発
明
の
名
称
】

　

炊
飯
水
及
び
お
い
し
い
ご
飯
の
炊
飯
方
法

　

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
カ
ル
シ
ウ
ム
の
４
・
５
倍
の
含
有
比
率
の
佐
渡
海
洋
深
層

水
（
硬
度
３
０
０
）
で
炊
く
と
食
味
に
優
れ
た
ご
飯
が
得
ら
れ
、
各
種
実
験
の

結
果
、
こ
れ
は
４
・
５
倍
の
含
有
比
率
に
起
因
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
平
成

28
年
２
月
15
日
に
特
許
出
願
し
、
令
和
３
年
３
月
25
日
に
特
許
庁
の
審
査
を
経

て
特
許
権
を
得
る
。

【
発
明
者
】　

大
坪
研
一
氏
、
中
村
澄
子
氏
、
相
馬
次
郎
氏
、
渋
川
尚
武
氏

【
特
許
権
者
】
公
益
社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会

特
許
内
容
（
概
要
）

　

取
水
し
た
佐
渡
海
洋

深
層
水
は
、
ろ
過
、
電
気

透
析
・
逆
浸
透
膜
装
置

を
経
て
、
殺
菌
処
理
後
、

原
水
、
脱
塩
水
（
淡
水
）、

高
ミ
ネ
ラ
ル
水
（
脱
塩

水
）、
高
塩
水
（
塩
水
）、

濃
縮
水
（
濃
縮
海
水
）
の

５
種
類
に
分
水
さ
れ
ま

す
。
佐
渡
海
洋
深
層
水

硬
度
３
０
０
（
商
品
名
）

は
、
高
ミ
ネ
ラ
ル
水
と

脱
塩
水
を
ブ
レ
ン
ド
し

た
水
で
、
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
（
65
・
２
ｍ
ｇ
／
ℓ
）、

カ
ル
シ
ウ
ム
（
14
・
６
ｍ

ｇ
／
ℓ
）
で
そ
の
２
つ
は

４
・
５
倍
の
含
有
比
率
が

あ
る
。
こ
の
「
中
硬
水
」

で
炊
飯
す
る
と
ご
飯
は

色
調
が
白
く
、
糠
臭
が
少

な
く
、
弾
力
、
粘
り
が
共

に
適
度
に
あ
り
、
甘
み
が

強
く
、
冷
め
て
も
美
味
し

く
、
食
味
に
優
れ
た
ご
飯

が
得
ら
れ
た
。

　

炊
飯
に
使
用
す
る
炊

飯
水
は
硬
度
１
０
０
以

下
の
軟
水
が
適
し
て
お

り
、
硬
度
の
高
い
水
は
、

炊
飯
に
は
適
し
て
い
な

い
と
さ
れ
て
い
た
。
た

だ
、
日
本
の
水
の
殆
ど
は

軟
水
で
あ
る
た
め
、
水
の

硬
度
を
意
識
し
て
炊
飯

を
行
う
こ
と
は
あ
ま
り

な
い
。
た
だ
し
業
務
用

で
大
量
炊
飯
す
る
場
合
、

炊
飯
水
の
硬
度
が
出
来

上
が
っ
た
商
品
の
品
質

を
大
き
く
左
右
す
る
重

要
因
子
と
な
る
の
で
、
使

用
す
る
水
の
硬
度
に
は

注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
佐
渡
海
洋
深
層
水

硬
度
３
０
０
（
商
品
名
）

水
を
使
用
し
て
炊
飯
し
た

ご
飯
は
、
軟
水
の
水
道
水

を
炊
飯
水
と
し
た
場
合
と

比
較
し
て
、
明
ら
か
に
色

調
が
白
く
、
糠
臭
が
少
な

く
、
弾
力
、
粘
り
と
も
に

適
度
に
あ
り
、
甘
み
も
強

く
な
っ
て
い
て
食
味
が
優

れ
た
ご
飯
が
得
ら
れ
、
従

来
か
ら
業
務
用
炊
飯
で
解

決
す
べ
き
課
題
と
な
っ
て

い
た
諸
問
題
の
解
決
が
で

き
た
。

　

ま
た
い
わ
ゆ
る
海
洋

深
層
水
は
、
日
本
全
国
各

地
７
か
所
で
揚
水
が
行

わ
れ
て
い
て
、
例
え
ば
、

室
戸
沖
、
伊
豆
沖
等
が
有

名
で
、
こ
の
海
水
を
脱
塩

処
理
し
た
水
が
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
タ
ー
等
に
加
工

さ
れ
て
販
売
さ
れ
て
い

る
が
、
海
洋
深
層
水
で
あ

れ
ば
、
ど
れ
も
同
じ
よ
う

な
効
果
が
得
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
も
確

認
し
た
。

特
許
出
願
か
ら
特
許
審

査
経
て
特
許
登
録
に
至

る
経
緯

　
「
佐
渡
海
洋
深
層
水
で

炊
い
た
ご
飯
が
美
味
し

い
」
と
新
潟
薬
科
大
学
の

大
坪
研
一
教
授
の
情
報

発
信
が
あ
り
、
こ
れ
を
受

け
、
佐
渡
海
洋
深
層
水
の

当
時
販
売
の
責
任
者
の

相
馬
次
郎
氏
が
、
当
協
会

の
福
田
耕
作
理
事
・
顧
問

に
こ
の
水
の
紹
介
が
あ

っ
た
。
一
般
的
に
は
ご
飯

は
硬
水
で
炊
く
と
美
味

し
く
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
水
で
ご
飯

を
炊
い
た
と
こ
ろ
確
か

に
ご
飯
は
ま
ろ
や
で
美

味
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
当

時
の
渋
川
尚
武
理
事
が

文
献
調
査
を
は
じ
め
炊

飯
の
実
験
を
繰
り
返
し
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
と
カ
ル

シ
ウ
ム
が
４
・
５
倍
と
な

る
含
有
比
率
が
美
味
し

さ
の
起
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

そ
こ
で
佐
渡
海
洋
深
層

水
の
取
水
を
行
っ
て
い

る
新
潟
県
と
相
談
し
特

許
申
請
を
行
っ
た
。

　

確
か
に
佐
渡
海
洋
深
層

水
で
炊
い
た
ご
飯
は
美
味

し
い
が
、
実
際
に
実
用
化

と
な
る
と
運
搬
コ
ス
ト
等

も
大
き
く
、
特
許
申
請
を

維
持
す
る
に
も
費
用
が
掛

か
る
た
め
、
特
許
申
請
権

者
で
あ
る
新
潟
県
が
申
請

を
維
持
し
な
い
方
針
で
あ

る
と
の
情
報
を
得
た
。
せ

っ
か
く
の
発
明
で
あ
り
、

当
協
会
で
特
許
申
請
を
引

継
げ
な
い
か
と
新
潟
県
に

打
診
し
た
と
こ
ろ
了
解
が

得
ら
れ
た
。
そ
こ
で
さ

ら
に
実
験
、
デ
ー
タ
収
集

し
、
特
許
審
査
を
請
求
し

た
。
そ
の
後
、
出
さ
れ
た

意
見
書
に
つ
い
て
解
消
を

は
か
り
、
特
許
審
査
を
へ

て
特
許
が
登
録
さ
れ
た
。

　

海
洋
深
層
水
に
つ
い
て

（「
海
洋
深
層
水
利
用
学

会
」
に
よ
る
）

　

海
洋
深
層
水
は
、
太
陽

光
の
届
か
な
い
２
０
０

～
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以

下
の
深
海
に
存
在
す
る

海
で
、（
１
）
低
温
安
定

性
（
表
層
の
海
水
混
ざ

り
合
う
こ
と
が
な
く
年

間
を
通
じ
低
温
に
保
た

れ
る
。）（
２
）
富
栄
養

性
（
太
陽
光
が
届
か
な
い

為
、
植
物
性
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
な
ど
光
合
成
を
行

な
う
生
物
が
ほ
と
ん
ど

存
在
し
な
い
。
従
っ
て
、

そ
れ
ら
を
捕
食
す
る
動

物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な

ど
も
ほ
と
ん
ど
存
在
し

な
い
。
そ
の
た
め
、
リ
ン

や
窒
素
な
ど
の
無
機
栄

養
塩
が
豊
富
に
含
ま
れ

て
い
る
。）（
３
）
清
浄
性

（
深
層
水
中
の
細
菌
数
は

表
層
水
よ
り
千
分
の
１

か
ら
１
万
分
の
１
と
非

常
に
少
な
く
、
化
学
物
質

に
汚
染
の
危
険
も
少
な

く
清
浄
性
が
高
い
。）

　

こ
の
よ
う
に
大
き
く
３

つ
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
列
島
周
辺
は
、
海

洋
深
層
水
の
揚
水
に
適

し
た
場
所
が
多
く
存
在

事業主体・施設名 所在地 取水深
度（ｍ）

 「取水深度」の
データ掲載 確認日

➊ 知床らうす深層水取水施設 北海道目梨郡羅臼町 356.3 2021年3月

➋ 岩内海洋深層水分水施設(地場産業サポートセンター ) 北海道岩内郡岩内町 300 2021年2月

➌ 熊石海洋深層水総合交流施設 北海道二海郡八雲町 343 2020年12月

➍ 佐渡海洋深層水利活用施設 新潟県佐渡市 332 2021年3月

➎ 能登海洋深層水施設 石川県鳳珠郡能登町 320 2020年12月

➏ 富山県農林水産総合技術センター水産研究所 富山県滑川市高塚 321 2021年1月

➐ 滑川海洋深層水分水施設アクアポケット　 富山県滑川市坪川新 333 2021年1月

➑ 入善海洋深層水活用施設 富山県下新川郡入善町 384 2021年3月

➒ 株式会社ディーエイチシー 静岡県伊東市赤沢 800 2020年12月

➓ 駿河湾深層水関連施設 静岡県焼津市 270、
397 2021年1月

� みえ尾鷲海洋深層水アクアステーション　 三重県尾鷲市 415 2020年12月

� 高知県海洋深層水研究所 高知県室戸市室戸岬町 320、
344 2021年2月

� 室戸海洋深層水アクア・ファーム 高知県室戸市室戸岬町 374 2021年1月

� こしき海洋深層水株式会社 鹿児島県薩摩川内市下甑町 375 2021年6月

� 沖縄県海洋深層水研究所 沖縄県島尻郡久米島町 612 2021年2月

表　海洋深層水取水・分水施設　（海洋深層水利用学会 ホームページより） し
ま
す
。
１
９
８
９
年

に
、
高
知
県
室
戸
市
に
日

本
初
の
海
洋
深
層
水
取

水
施
設
が
完
成
し
、
以

降
、
日
本
各
地
に
海
洋
深

層
水
の
取
水
施
設
が
建

設
さ
れ
て
い
る
。

　

図
に
示
し
た
通
り
10

数
か
所
の
取
水
場
所
が

あ
る
。（
図
お
よ
び
表
を

参
照
）（
出
典
：
海
洋
深

層
水
利
用
学
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
））

　

な
お
取
水
施
設
で
は
、

原
水
か
ら
成
分
の
一
部

（
塩
分
や
ミ
ネ
ラ
ル
成
分

等
）
を
抜
く
処
理
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
持
っ
て
い

る
成
分
の
濃
度
を
濃
く

し
た
り
薄
め
た
り
の
調

整
を
行
い
、
い
わ
ゆ
る
分

水
も
行
な
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。
従
っ
て
、

取
水
場
所
の
原
水
そ
の

も
の
の
特
徴
も
あ
る
が
、

分
水
に
よ
り
さ
ら
に
特

色
の
あ
る
水
が
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
有
効
活
用
が
研
究
さ

れ
て
お
り
、
海
洋
深
層
水

は
無
限
の
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

図　海洋深層水取水・分水施設　（左表の番号と一致）


